
令和４年度 第２回 江別市建築審査会

令和５年１月３１日

江別市建設部建築指導課

資料１

建築基準法第３条第１項第３号の指定について
（事前説明）
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■ 建築基準法第３条第１項の概要

第１号 国宝、重要文化財等に指定された建築物

第２号 重要美術品等に認定された建築物

第３号 条例（文化財保護条例等）により
現状変更の規制及び保存のための
措置が講じられている建築物
（保存建築物）

第４号 第１号～第３号の建築物であった
ものの原形を再現する建築物

特定行政庁が
建築審査会の
同意を得て指定

特定行政庁が
建築審査会の
同意を得て認定

建
築
基
準
法
等
の
規
定
の
適
用
除
外
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■ 江別市内の指定文化財・登録文化財

【重要文化財（国指定）】

1.北海道江別太遺跡出土品

2.北海道元江別1遺跡土壙墓出土品

【史跡（国指定）】

3.江別古墳群

【北海道指定有形文化財】

4.野幌屯田兵第二中隊本部

→ 平成６年保存建築物の指定

5.大麻3遺跡出土の土偶

【江別市指定文化財】

6.千古園

7.火薬庫

8.野幌太々神楽

9.扁額「對鴈學校」

10.扁額「冨貴在苦學労力」

11.坊主山遺跡出土江別式土器

12.旧岡田倉庫

→ 今回保存建築物の指定案件

【国登録有形文化財】

13.北海道林木育種場旧庁舎

14.旧北陸銀行江別支店

15.旧肥田製陶工場
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■ 江別市における保存建築物の指定の事例

◆ 野幌屯田兵第二中隊本部（現屯田資料館）

【建物概要】

・敷地の位置 江別市野幌代々木町38番地

・主要用途 資料館（展示場）

・構造、階数 木造２階建て

・建築面積 150.72㎡

・延べ床面積 260.03㎡

【経 緯】

・明治17年 庁舎として新築

・昭和33年 4月10日 北海道指定有形文化財

・平成 5年 6月17日 現状変更許可

・平成 6年 5月 9日 保存建築物の指定（当時江別市は限定特定行政庁だった
ため、特定行政庁である北海道が指定）

・平成 7年 4月29日 解体復元工事のうえ『屯田資料館』として開館
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【建物概要】

・敷地の位置 江別市2条1丁目5番地2の内

・用途地域 商業地域（準防火地域）

・主要用途 集会場

・構造、階数 木骨石造２階建て

・建築面積 181.81㎡

・延べ床面積 224.17㎡

【経 緯】

・明治30年 倉庫として新築

・平成10年 江別市へ寄贈

・平成16年 内部改修及び風除室増築

・平成17年 6月28日 『アートスペース外輪船』として活用開始

・平成29年 1月25日 江別市指定文化財に指定

・令和 4年12月22日 江別市文化財保護条例に基づく現状変更の許可

■ 旧岡田倉庫の建物概要
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正面の建物が旧岡田倉庫。左側の建物は旧岡田邸。

旧岡田倉庫の利活用を主眼
河川空間の利活用拠点
(「かわ」と「まち」の結節点)

江別市かわまちづくり計画書
令和4年8月 制度登録

かわまちづくり支援制度の活用 国土交通省

石狩川・千歳川堤防整備(江別市街築堤整備)計画
平成28年度末 堤防ライン確定

歴史的景観を生かしつつ
水辺とまちを一体的に整備

旧岡田倉庫の移設が必要となった

周辺の歴史的建造物
・旧北陸銀行江別支店
・旧江別郵便局

■ 旧岡田倉庫の利活用に係る経緯・背景
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江別市指定文化財に指定
平成28年9月 申請

令和2年～
江別市かわまちづくり協議会 7回開催
江別市かわまちづくり勉強会 11回開催



■ 旧岡田倉庫の現状

7

【外部】
平成16年の改修により
風除室を増築し、屋根にドーマー窓が
設置されている。

【平成16年の改修前の姿】

■ 旧岡田倉庫の現状
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【内部】
小屋組、野地板及び外側の柱等は
創建時のもの。
その手前の柱、筋交い、方杖、格子
及び建具等は平成16年改修時のもの。

【平成16年の改修前】



■ 位置図

移転前

移転後
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■ 配置図（移転前後）
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■ 現況平面図
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■ 現況立面図
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ドーマー窓
風除室

庇



■ 平成１６年改修前平面図
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■ 平成１６年改修前立面図
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■ 文化財指定書及び現状変更許可書
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■ 文化財保護委員会答申書及び意見書
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■ 移転復元スケジュールと保存建築物指定の考え方

・解体工事の前に保存建築物の指定をしなければなりませんが、その時点では
利活用方法が決定していないため、飲食店、集会場、展示場の３用途の利活
用方法を想定し、安全性等に支障がないかを審査して保存建築物の指定をし
ます。（飲食店の場合は、厨房を別棟で考えており、どの用途でも設計内容
は共通になります。）

・具体的な利活用方法及び設計内容が決まった後に、改めて建築審査会に報告
します。
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令和8年度～

～12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4～

堤防工事

解体資材保管倉庫設置（仮設許可）

移転復元設計 解体工事 移転復元工事 外構工事 利活用開始

現状変更の許可（文化財保護委員会）

保存建築物の指定（建築審査会） 建築審査会に報告

利活用方法決定（かわまちづくり協議会）

～令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

■ 保存建築物の指定に係る審査等の基準

◆ 江別市建築審査会付議基準

（令和４年５月１０日江別市建築審査会同意 令和４年５月１２日建設部⻑決裁）

建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）の規定に基
づく許可、認定又は指定（以下「許可等」という。）のうち次の各号に掲げる
許可等に関して江別市建築審査会に付議するものは、法又は建築基準法施行令
（昭和２５年政令第３３８号）の規定によるほかそれぞれ当該各号に定めると
ころによる。

(1) 略

(2) 法第３条第１項第３号の指定又は同項第４号の認定 当該認定に係る技術
的助言に適合し、かつ、敷地の周囲の日照、通風、採光及び景観その他の
周辺環境①に配慮されたもの

(3)～(5) 略
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■ 保存建築物の指定に係る審査等の基準

◆ 建築基準法第３条第１項第３号の規定の運用等について（技術的助言）

（平成２６年４月１日 国住指第１号）

・条例で定められた現状変更の規制及び保存のための措置②が講じられている
こと。

・建築物の構法、利用形態、維持管理条件、周辺環境等に応じ、地震時等の構
造安全性の確保③に配慮されていること。

・防火上支障がないよう出火防止④-1、火災拡大防止④-2、近隣への延焼防止④-3

及び消防活動の円滑性の確保④-4に配慮されていること。

・在館者の避難安全性の確保⑤に配慮されていること。

19

■ 保存建築物の指定に係る審査等の基準

◆「地方公共団体が文化財として指定した伝統建築物に対する防火及び
構造安全性評価指針」について

（平成３年３月３０日 建設省住指発第１２８号）

【伝統建築物の評価指針】

・出火防止 ④-1

伝統建築物の敷地内及び伝統建築物内では、出火原因となる行為等を極力
制限するとともに、出火原因となる行為等が行われる場合においては、極力
出火の可能性を低くするとともに、出火の想定される場所では火災拡大を防
止する措置が講じられていることを確認する。

・避難安全の確保 ⑤

伝統建築物は比較的開放性が高いものが多く、外部への開放性の度合いに
より、屋外への避難が容易であることを評価した上で、その用途、規模等に
応じて避難安全性が確保されていることを確認する。
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■ 保存建築物の指定に係る審査等の基準

・近隣への延焼防止 ④-3

伝統建築物が火災になった場合を想定し、近隣建築物への延焼を防止する
措置を講じる必要がある。その際、屋根、外壁等の防火性能を向上させる、
隣接建築物との距離を保つ、消火設備を活用する等により必要な延焼防止性
能が確保されていることを確認する。

・消防活動の確保 ④-4

伝統建築物の立地としている街区全体の状況も考慮して、十分な消防活動
が確保されていることを確認する。

・構造安全性 ③

伝統建築物の構造安全性の検討に当たっては、構法、利用形態、維持管理
条件、周辺環境等に応じて適切な構造安全性の判断基準を設定し、構造計算
又は実験によってその基準を満たすことを確認する。
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■ 復元計画平面図
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多目的ホールは、飲食店では客席ホール、集会場では集会室、展示場では展示室になります。



■ 復元計画立面図
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■ 復元計画断面詳細図
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■ 現行法不適合条項と代替措置

不適合条項 復元計画の状況 代替措置

内装制限
令128条の5

・居室の壁、天井を準不
燃材料以上の仕上としな
ければならないが、多目
的ホールの天井が野地板
張りになっている。

・出火防止を図るため、多目的ホー
ルにおける火気使用の禁止。

・初期消火のために消火器を設置。

・迅速な避難を行うために、非常用
照明及び誘導灯を設置。

排煙設備
令126条の2

・排煙上有効な開口部が
ない居室には、排煙設備
を設けなければならない
が、排煙上有効な開口部
及び排煙設備を有してい
ない。

・天井が高いため、煙の滞留空間が
ある程度確保されている。

・客席ホールは単純な平面プランで
あり、２方向に出入口が設けられ
ているため、迅速な避難が可能。

・その他、上記内装制限における措
置と同様。
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■敷地の周囲の日照、通風、採光及び景観その他の周辺環境

①
敷地の周囲の日照、
通風、採光及び景
観その他の周辺環
境

・周辺の土地利用は、北側が河川敷地であり、西側が消
防署、南側が市道、東側が旧岡田邸（文化財として未
指定・未登録の歴史的建築物）である。

・江別市かわまちづくり計画に基づき、歴史的景観を活
かしつつ水辺とまちを一体的に整備するものである。

・西側の消防署との間には約８ｍの通路がある。

・東側の旧岡田邸とは近接することになるが、もともと
移転敷地に建っていた住宅（旧岡田倉庫移転のために
解体済）も近接して建築されており、移転により環境
が悪化するものではない。また、旧岡田邸も旧岡田倉
庫と一体的に歴史的景観を形成するものである。
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■ 現状変更の規制及び保存のための措置

②
現状変更の規制及
び保存のための措
置

・江別市文化財保護条例により、江別市指定文化財に指
定されている。

・また、同条例には、管理の義務、現状変更の許可、滅
失・き損・修理等の届出、保存等のための補助金の交
付等の規定が定められている。

・現状変更の許可に関しては、令和４年１２月２２日付
けで江別市教育委員会の許可を受けている。
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■ 地震時等の構造安全性の確保

③
地震時等の構造安
全性の確保

・小屋組みは、構造安全上支障ないが、梁の接合部を金
物で補強するとともに、桁行方向に小屋筋交いを新設
する。

・小屋組みは木骨柱で支持しており、木骨柱も構造的に
支障ないため、既存のとおり復元する。

・厚さ４００ｍｍの石造の腰壁は、鉛直荷重に対する強
度あり。

・腰壁より上の厚さ２００ｍｍの石壁は小屋組みを支え
る構造材ではないが、地震等による転倒を防止するた
めに、補強の鉄骨柱を設置する。

・腰壁も補強の鉄骨柱に結合する。

・石材同士はステンレス製のダボで、石材と木骨柱とは
手違いかすがいで緊結する。

・移転先の地盤耐力が不足するため、ＰＨＣ杭を打設し、
ＲＣ造の基礎を新設する。

28



■ 構造断面図
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■ 構造詳細図
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■ 防火上の配慮

④-1
出火防止

・飲食店の場合、厨房を別棟で建築するため、建物内で
の裸火の使用はない。（他用途でも裸火の使用はな
い。）

・建物内は禁煙とする。

④-2
火災拡大防止

・初期消火のために消火器を設置する。

④-3
近隣への延焼防止

・外壁は石積み。

・西側の消防署との間隔は約８ｍ。

・東側の旧岡田邸側に設置する換気口にはダンパーを設
置する。

④-4
消防活動の円滑性
の確保

・建物南側の市道及び西側の通路は十分な広さを有して
おり、円滑な消火活動が可能。

・消防署に隣接しており、火災発生から消火活動開始ま
での時間が短縮される。
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■ 避難安全性の確保 ⑤

⑤
避難安全性の確保

・天井が高いため、煙の滞留空間がある程度確保されて
いる。

・非常用照明及び誘導灯を適正に配置する。

・単純な平面プランであり、２方向に出入口が設けられ
ているため、迅速な避難が可能。

・出入口から避難後、すぐに市道及び堤防前広場に到着
できる。
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■ 今後のスケジュール

※ 具体的な利活用方法が決定した際には、改めて建築審査会に報告させてい
ただく予定です。

※ 利活用方法が決定する時期は未定であり、建築物の躯体に係る移転復元工
事が先行する場合があります。
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令和５年 ３月 江別市建築審査会結審予定

３月 建築基準法第３条第１項第３号の指定予定

７月 解体工事着工予定

令和６年 ３月 移転復元工事着工予定


